
 

 

 

 

 

第34回 日本心血管インターベンション治療学会 
北海道地方会 

プ ロ グ ラ ム 
 

【日 時】平成 24 年 3 月 31 日（土） 

地方会幹事会 12 : 45～13 : 15 

地 方 会 13 : 25～18 : 40 

特別講演 15 : 10～16 : 10 

【場 所】ロイトン札幌 
2 階 エンプレスホール 
札幌市中央区北 1 条西 11 丁目 1 

TEL 011－271－2711 

【参加費】医師・企業  2, 000 円 

コメディカル 1, 000 円 

 

 

第 34 回 北海道地方会 会長 

大 坪 光 典 
琴似ロイヤル病院 

 

日本心血管インターベンション治療学会（CVIT）北海道支部事務局 

〒064－0809 札幌市中央区南 9 条西 6 丁目1－30－803 

 TEL 011－211－5527 

 FAX 011－211－5528 



プログラム  
 
ご 挨 拶 13:25 第 34 回北海道地方会 会長 

 琴似ロイヤル病院 大 坪 光 典 
 

  地方会幹事会  12 : 45～13 : 15   
 
 

  
座長 琴似ロイヤル病院 大 坪 光 典  

PCI Complication & troubleshooting 
 

宮崎市郡医師会病院 柴 田 剛 徳 先生 

 

一般演題 SessionⅠ 13:30～14:20 座長 北海道大学病院 榊 原   守 
 
1. EES の遅発性ステント血栓症およびその後に生じた再狭窄を OCT で観察しえた一例 

 JA 北海道厚生連 遠軽厚生病院 心臓血管カテーテル治療センター 
  ○鈴木 孝英、木島  基、松田夏菜子、早川 拓治、本田  肇 
 
2. 心電図所見から治療方針に苦慮した急性冠症候群の一例 

 旭川医科大学病院 
 卒後臨床研修センター ○伊勢 隼人、髙橋 耕平 
 救急科  八巻  多、後藤 裕也、野村 好紀、稲垣 泰好、丹保亜希仁 
   内田 大貴、川田 大輔、神保 静夫、及川  欧、西浦  猛 
   角浜 孝行、鈴木 昭広、小北 直宏、赤坂 伸之、藤田  智 
 
3. LAD CTO に対して、両側 6Fr TR アプローチと reverse CART で PCI に成功した 1 例 

（A case of successful PCI for CTO via a bilateral approach using 6-F guiding 
catheters and reverse CART technique） 

 札幌東徳洲会病院 
 循環器科 ○山崎 誠治、後平 泰信、竹之内 豪、士反 英昌、山﨑 和正 
   橋冨  裕、谷  友之、巣山  環、八戸 大輔、齋藤  滋 
 
4. 当院における、過去２年間の下肢血管カテーテル治療の成績 

 市立千歳市民病院 
 循環器科 ○竹内  剛、白井 真也、小岩 弘明 
 
5. 発作性心房細動に対するカテーテルアブレーションに起因すると思われる肺静脈狭窄に

対しステント留置を行い、良好に開大した一症例 

 札幌医科大学附属病院 
 第 2 内科 ○西田 絢一、國分 宣明、川向 美奈、望月 敦史、神津 英至 
   村中 敦子、下重 晋也、橋本 暁佳、土橋 和文、三浦 哲嗣 
 臨床検査医学講座  湯田  聡 
 救急集中医療医学講座  長谷  守 
 

特別講演 15 : 10～16 : 10 



一般演題 SessionⅡ 14:20～15:10 座長 北海道社会保険病院 岡 林 宏 明 
 
6. SFA のグラフト吻合部に留置された Smart が血栓閉塞した症例に対して Native 血管

の SFA CTO に EVT を行い Smart を Overlap させて留置し治療しえた CLI の一例 

 函館五稜郭病院 
 循環器内科 ○佐藤 健司、現田  聡、福真 隆行、北  宏之 
 王子総合病院 
 循環器内科  加藤 伸郎 
 
7. 感染性心内膜炎による重症大動脈弁閉鎖不全症を合併した Leriche 症候群に対して 

EVT を行った一例 

 手稲渓仁会病院 
 循環器内科 ○田中 仁啓、廣上  貢、畠  信哉、小川孝二郎、棗田  誠 
   吉岡 拓司、淺野 嘉一、大本 泰裕 
 
8. 左総腸骨静脈閉塞に対して、ステント治療を行った一例 

 元生会 森山病院 
 循環器内科 ○山田  豊 
 旭川医科大学  
 救急医学講座  八巻  多 
 
9. 大腿静脈血栓症に対し下大静脈フィルター留置後に経皮的静脈形成術を施行した一例 

 自衛隊札幌病院 
 内  科 ○北井 敬之 
 北光記念病院 
 循環器科  野崎 洋一、大田 幸博、松井  裕、鈴木 丈二、大艸 孝則 
   高木  康、四倉 昭彦、吉田  泉、櫻井 正之 
 
10. 亜急性下肢動脈塞栓症に対し経皮的血管形成術と外科的血栓除去術の併用が有用であ

った一例 

 自衛隊札幌病院 
 内  科 ○大崎  歩、北井 敬之 
 北光記念病院 
 循環器科  野崎 洋一、大田 幸博、松井  裕、鈴木 丈二、大艸 孝則 
   高木  康、四倉 昭彦、吉田  泉、櫻井 正之 
 

一般演題 SessionⅢ 16:20～17:10 座長 旭川厚生病院 貴 田 岡 享 
 
11. 左冠動脈主幹部に留置したステント入口部の変形が疑われ，デバイス通過困難なため 

PCI に難渋した一例 

 KKR 札幌医療センター 
 循環器科 ○神垣 光徳、伊東 直史、簗詰 徹彦、斎藤 俊一 
 
12. バーチャル 3F ガイディングカテーテル（V3F GC）使用成績 

 小樽市立脳・循環器・こころの医療センター 
 循環器内科 ○髙川 芳勅 
 
13. 繰り返す薬剤溶出性ステント内再狭窄に対し EES（XIENCE V）留置が有効であった 

1 例 

 勤医協中央病院 心臓血管センター 
 循環器内科 ○鈴木 隆司、吉村 喬樹、武田慧太郎、幕内 智子、郡司 尚玲 
   奥山 道記、河野 龍平 
 
14. ステント内再狭窄に際して造影欠損像を呈した血管内腔に突出する石灰化プラークの

一例 

 心臓血管センター北海道大野病院 
 循環器内科 ○今井 斎博、山下 武廣、前野 大志、中野 記嗣、長島 雅人 
   森田  亨、中川 俊昭 



15. ヨード系造影剤アレルギー患者に対し，非造影冠動脈 MRA（Magnetic-Resonance 
Angiography）検査が虚血性心疾患の診断に有用であった一例 

 北海道大学病院 
 循環器内科 ○神谷  究、榊原  守、山田 史郎、浅川 直也、筒井 裕之 
 
一般演題 SessionⅣ 17:10～18:00 
 座長 小樽市立脳・循環器・こころの医療センター 髙 川 芳 勅 
 
16. 起始異常の右冠動脈に対する PCI の際、左冠動脈への dummy wire technique が有効であ

った１例 

 市立札幌病院 循環器センター 
 循環器内科 ○牧野 隆雄、相川 忠夫、浅川 響子、村井 大輔、檀浦  裕 
   小松 義和、岩切 直樹、相馬 孝光、福田 洋之、加藤 法喜 
 
17.  IVUS でステント内に lotus root appearance を認めた一例 

 旭川厚生病院 
 循環器科 ○塩越 隆広、加藤 淳一、小川 裕二、太田 貴文、貴田岡 享 
   小林 清乃、柴山佳一郎 
 
18. 屈曲を伴う石灰化病変への Nobori stent 留置後、Stent fracture を認めた一例 

 札幌東徳洲会病院 
 循環器内科 ○後平 泰信、橋冨  裕、竹之内 豪、士反 英昌、山﨑 和正 
   谷  友之、巣山  環、八戸 大輔、山崎 誠治、齋藤  滋 
 
19. ステント内再狭窄に対してパーフュージョンバルーン Ryusei を使用した１症例 

 医療法人北晨会 恵み野病院 
 循環器内科 ○下岡 良典、大津 圭介、成田 浩二、佐藤 亜紀、福澤  純 
 
20. 当科における OCT ガイド PCI の現状 

 北海道社会保険病院 心臓血管センター 
 心臓内科 ○管家 鉄平、柿木 梨沙、田所 心仁、木谷 俊介、川崎まり子 
   西村 邦治、五十嵐 正、石丸 伸司、岡林 宏明、古谷 純吾 
   五十嵐康己、五十嵐慶一 
 

一般演題 SessionⅤ 18:00～18:40 座長 市立札幌病院 牧 野 隆 雄 
 
21. 分岐角度の大きな対角枝へのアプローチに NSE による前下行枝の拡張が有用だった 

PCI の１例 

 社会医療法人北斗 北斗病院 北斗ハートセンター 
 循環器内科 ○吉田 一郎、小川 崇徳、赤津 智也 
 
22. 側枝に対する追加治療適応の判定に FFR 測定が有用であった 2 症例 

 北海道循環器病院 
 循環器科 ○平山 康高、山崎 香子、柏木 雄介、佐々 保基、儀間  充 
   堀田 大介、菊池健次郎 
 旭川医科大学病院  
 救命センター  八巻  多 
 旭川医科大学 循環・呼吸・神経病態内科学分野 
   佐藤 伸之、長谷部直幸 
 
23. 大動脈弁置換術 3 年後に LMT 入口部を責任病変とする ACS を発症した 1 例 

 JA 北海道厚生連 網走厚生病院 
 循環器内科 ○明上 卓也、松尾  彩、谷口  治、中村 秀樹 
 
24. CRT up-grade の際に行なった鎖骨下静脈 PTA に難渋した１例 

 北海道医療センター 
 循環器内科 ○加藤 瑞季、杉山英太郎、蓑島 暁帆、武藤 晴達、乗安 和将 
   藤田 雅章、佐藤  実、別役 徹生、井上 仁喜、寺西 純一 
   竹中  孝、岡本  洋 
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